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Pantalaflavescens washed ashore at Kitahamaむeach of the Seto Marine 
Biological Laboratory, Kyoto University (Shirahama Town, 
Wakayama Prefecture) 
久保田 信
2016年の6-10丹にかけて， 海上を渡るウスパキトンボ Pantala flavescensが， 北浜をはじめ京都大
学瀬戸臨権実験所構内 で、観察された（久保田， 2017）。 2017年の夏季にも， 本種が多数， 毎日のよう






うな理由があり， それは， 翌日にも以下に記録する様に， 複数の麹が漂着したからである。
9月2日， 多数の麹が波打ち際で， 海藻や海草などと一緒に漂っていた（図2）。 海に胸まで、浸かつ
て， 前後左右あわせてお枚の麹を海表面付近から採集した。 この他に， 3枚が浜に打ち上がっていた
（図3）。 打ち上がった麹は， 折からの強風ですぐ乾燥し 砂浜を飛んで、いったので， もっと多くの
麹が打ち上げられていたと推察される。
9月38と4告の朝とタに， 本種の漂着や波抗ち際への吹き寄せを念入りに調査したが（毎度の様
に， 北浜の約400 mの満潮線を往復するとともに， 今回は水深2mまでの海岸線200 mの間をジグザグ
に目視） ， 趨も個体も発見できなかった。 その後の9丹5日以降， 1告に1屈の継続定期諦査でも本麓
はず
、





久保田 信. 2017.ウスパキトンボ（トンボ科） の京都大学瀬戸臨梅実験所構内（和歌山県白浜町）
への出現.K悶OKUNI, (91): 12-14. 
1979.ウスバキトンボの海難記録. TOMBO, 22(1・4): 23. 
-19 
KINO KUNI No. 92 
4象 5 
図3
6 話l s 
2017. XII 




京都大学フィ ー ルド科学教育研究センタ 一 瀬戸臨海実験所）
-20-
